
１　食料・農業・農村基本法にみる新たな理念

　いよいよ２１世紀の扉が開いた。２１世紀は，世界

的な人口，食料，環境，エネルギーなどの問題が

地球環境への過大な負荷となるとされ，資源循環

型社会の構築が求められている。そのため，新世

紀は「生命」の時代，「共生」の時代とも言われ，

さらには「農」の時代とも呼ばれている。

　１９９９年７月に新しい食料・農業・農村基本法が

制定された。この基本法には，これまでの基本法

にはない，２１世紀のわが国の農業への新しい視点

が導入された。一つは，食料を広く国民の「くら

しといのち」の礎と位置づけた点，農村の役割を

農業生産基盤の確保だけでなく，農業のもつ多面

的機能である，国土や環境保全機能などを発揮さ

せる場とした点である。これらの点をふまえて，

「食料自給率の向上を基本とした食料の安定供

給」，「資源循環による農業に持続的発展」，「農業

の多面的機能の十分な発揮」，「農村の振興」とい

う４つの基本理念が立てられた。

２　国民がもつ国産食料品への想い

　国民の多くが，わが国の農業生産とその安定供

給に，高い期待と信頼をよせていることを示す世

論調査の結果がある。総理府が２０００年７月に全国

の成人５，０００人を対象として実施した「農産物貿易

に関する世論調査」（回収率７１．４％）がそれで，同

年１０月に調査結果が公開されている。

　先ず，国産と輸入の食料品のどちらを選ぶかと

の質問では，「国産品」が６４．９％，「どちらかとい

うと国産品」との回答をあわせると８１．９％が国産

品志向である。国産品の選択理由は，「安全性」

８２．０％，「新鮮さ」５７．３％，「品質」４２．３％と続き，

国産品の評価が高い（図１）。

　わが国のカロリーベース食料自給率が４０％を切

るような状態について，「低い」と「どちらかとい

うと低い」をあわせると５２．８％である。しかし，

将来の食料供給については，およそ８０％の人が不

安をもっている。そのため，わが国の食料生産・

供給のあり方についての質問に対しては，「外国産

より高くても，食料は，生産コストを引き下げな

がら国内で作る方がよい」との答えが４３．６％，食

料の範囲を「主食」に限った場合を含めると８４．２％

になる（図２）。
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　こうした国民の国産食料品への支持は年々高

まっており，安全・安心・新鮮さなどだけでなく，

安定供給にも大きな期待があることが注目される。

３　２１世紀の酪農・肉用牛生産のあるべき姿

　国民の日本農業への期待とはうらはらにＷＴＯ

による農業の国際化は，酪農・肉用牛生産にも深

刻な影響を与えた。経営規模拡大による家畜増頭

にみあった飼料生産圃場の不足，飼料生産にかけ

る余剰労力の不足，輸入粗飼料の利便性などが，

粗飼料の輸入依存体質を高くしてきた。こうした

状況は，家畜排せつ物の利用の滞りをもたらし，

環境問題を生起する主な原因となっている。環境

問題は，消費者の安全・安心志向へのマイナス・

イメージとなるばかりか，河川や地下水の水質に

影響することになれば，畜産経営の存続が難しく

なる。

　これらの問題を解決するにあたっては，飼料増

産のため可能な限りの方策を急いでめぐらし，飼

料生産基盤の拡充を図り，粗飼料多給型で資源循

環型畜産の推進を図ることが基本となる。

　畜産局では平成１２年４月に「飼料増産推進計画」

を策定し，①畜産農家への土地利用の集積・団地

化，②水田等既耕地の活用及び耕種農家との連携，

③中山間地域における飼料基盤強化，④草地整備

の着実な推進，⑤優良草種・品種の普及，⑥飼料

生産の組織化・外部化，⑦日本型放牧の推進及び

栽培管理技術水準の高位平準化，⑧あらゆる地域

資源の畜産的活用などを方策にあげ，行政・研究・

普及をあげて増産運動に取り組んでいる。

　こうした多様な飼料増産計画によって目標を達

成するためには，それぞれの飼料基盤に相応した

特徴ある牧草・飼料作物品種を開発し，そ

の良さを十分に発揮させることが重要となる。

４　今後の牧草・飼料作物品種に必要な特性

�高品質

　牧草・飼料作物は牛が好んで食べ，栄養

分を効率的に摂取することが基本なので，

高嗜好性，高採食性・高消化性が重要とな

る。さらに高採食性に関係するＮＤＦや，

高消化性に関係する，有効成分のＯａや物理

的特性などが育種目標になろう。また，これらの

成分含量が高い状態に維持される，刈取り適期幅

の拡大も大きな目標となる。将来的には家畜や人

間への抗酸化物質や，免疫性成分などの機能性に

関する特性のニーズも高まるであろう。

�耐病虫性・耐倒伏性・機械化適性

　これらの特性は，高品質及び多収性を発揮させ

るのに欠かせない。また，耐病虫性品種は無農薬

栽培の基本となるため，これまで以上に重要視し

て，消費者の畜産物への安全・安心志向に応える

ことが大切である。

�環境問題の解決に貢献しうる特性

　硝酸態窒素の集積が少ない特性，炭酸ガスなど

による地球温暖化に適応しうる高度越夏性など

が，当面の目標となる。長期的には，根粒菌とマ

メ科植物の共生機構を利用した窒素固定能力や，

牧草と牧草に共生する微生物（エンドファイト）

の利用による耐病虫性の付与などが目標になろう。

�育種法の開発

　作物の繁殖様式を巧みに利用した育種法を確立

することも，育種の進展に大きな効果をもたらす。

牧草に存在する繁殖様式の一つであるアポミクシ

スは，一度アポミクシスのＦ１個体を作ると，その

後代では，いずれも由来したＦ１個体と遺伝的組成

が全く同じのクローン個体が種子でとれる。その

ためＦ１品種の採種が非常に簡単になり，このアポ

ミクシス遺伝子を，トウモロコシやソルガムなど

に導入すれば経済的効果は大きい。

　雄性不稔性の利用についても草種によっては実

用性が高い。雄性不稔で花粉ができないイタリア

ンライグラス（ＩＲ）にトールフェスク（ＴＦ）

の花粉をかけると，ＩＲのもつ良品質で嗜好性の

図2　我が国の食料生産・供給のあり方�

10.5%
40.6%

4.6%
43.6%

（総理府：平成12年7月）�

0.6%

外国産より高くても、�
食料は生産コストを引き下げながら、
出来る限り国内で作る方がよい�
外国産より高くても、�
少なくとも米などの主食となる食料に
ついては、生産コストを引き下げなが
ら国内で作る方がよい�

外国産の方が安い食料について
は、輸入する方がよい�
その他�
わからない�



良さと，ＴＦのもつ高い越夏性を備えた属間雑種

のフェストロリウムができる（写真１）。現在，実

用化に向けて採種性の向上が図られている。

　上記の�から�にあげた事例の多くは既に研究

が着手されており，研究成果が出始めている。

５　牧草・飼料作物育種における新しい流れ

　牧草・飼料作物における遺伝育種学の分野でも

バイオテクノロジー（バイテク）やゲノム（＊１

生物がその生命を維持するために必要な遺伝的情

報のセット）研究が国際的な広がりをもって進め

られており，国際的競争が激化している。２０００年

に開催された牧草・飼料作物分野にとって興味深

い２つの国際シンポジウムの概要を紹介する。

�第４回国際エンドファイト・牧草相互作用シン

ポジウム（ドイツ・ゾースト；９月）

　エンドファイトは牧草に感染して相互に利益を

得る共生関係をもつ微生物である。これに感染し

た牧草は耐虫性，耐暑性，耐乾性などが強くなる

が，家畜への毒性作用を持つ物質が作られるため，

家畜への被害も大きい。しかし，エンドセーフ

（＊２家畜への毒性物質が作られないエンドファ

イト）であれば，これを牧草に感染させて牧草の

改良ができる。

　ＴＦがもつエンドファイトを殺菌し，家畜への

毒素を持たないエンドセーフを再感染させて，毒

素はもたず強い越夏性をもつ品種を開発して，

２０００年秋に販売を予定している。ペレニアルライ

グラス（ＰＲ）に共生するエンドファイトが作る

物質，��������	�
��������
��
�����
�	�は殺虫効果を

持ち，前２者は家畜への毒性作用をもつ。前２者

の毒素を作らないエンドセーフを感染させたＰＲ

は，耐虫性の対象となる虫の種類が野生種より少

なくなったが，��������単独でも有効な耐虫性を

もつことが認められた。一方，家畜への毒性物質

���������	
���������
�����
�������が作られる代謝過程

に関係する遺伝子がクローニング（＊３ＤＮＡと

して取り出すこと）された。また，エンドファイ

トの遺伝子組み換え技術が２つのグループで開発

された。

　こうした研究の流れは，エンドファイトのゲノ

ム研究を加速させている。家畜への毒素と耐病虫

性やストレス耐性に関与する物質やその作用機

構，さらにはそれらの物質の生成過程に関わる遺

伝子が違うことが明らかになり，一部関与遺伝子

がクローニングされた。そのため，遺伝子組み換

えにより，毒性物質生成に関与する遺伝子の働き

を抑さえた，エンドセーフの創出が展望できるよ

うになった。

�第２回国際飼料作物分子育種シンポジウム

　第１回のシンポジウムは１９９８年草地試験場で開

かれた。今回，オーストラリアが熱心に取り組み，

�����と��������で１１月に開催された。

　講演は，生殖生長，飼料品質１・２，ゲノム解析

１・２，植物・共生微生物相互作用，非生物的スト

レス，遺伝的多様性，分子農業，生物的ストレス

の１０分野で６０を超える口頭発表のほかポスター・

セッションも多く，参加人員も２２か国，１５０人を超

えた。

　アポミクシスの分子機構と遺伝子単離の研究が

ギニアグラス（草地試），バヒアグラスで進んだ。

　品質関係では，アルファルファ（ＡＬ）で高フ

ラクタン組み換え体，ＰＲで花粉のアレルゲンを

抑制した組み換え体が作出された。ＰＲでは高エ

ネルギー化を目指したＤＮＡマーカー（＊４特性

に関係する遺伝子の位置を決定する染色体上の標

識）の研究が進んでいる。

　ゲノム研究では������の国際共同研究（ＩＬＧ

Ｉ）が順調に進んだ。また，イネよりもゲノムサ

９

写真１　イタリアンライグラス（雄性不稔）Ｘトールフェ

スク由来のフェストロリウム系統
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イズの小さなブッフェルグラスがイネ科ゲノムの

基本的構造を解明する面から研究されている。ち

なみにこの牧草にもアポミクシスがある。マメ科

植物と根粒菌の共生の分子機構解明と窒素固定操

作について報告があった。今後，マメ科でゲノム

サイズの小さなミヤコワスレのゲノム研究の成果

が一層重要となるが，わが国も研究に着手している。

　量的形質遺伝子座（ＱＴＬ）（＊５収量などの量

的形質遺伝子の染色体上の位置）では，ＤＮＡマー

カーによる連鎖地図の整備が進んだＰＲで，さび

病罹病性や春化・花成，ＩＲで冠さび病抵抗性

（草地試），ＡＬで永続性でＱＴＬが推定された。

　非生物的ストレスでは，ＴＦの耐乾性遺伝子の

ＰＲへの導入，植物体が，からからに乾いても回

復できる����������	�
���
��の超耐乾性の分子機

構が注目される。生物的ストレスでは，ＰＲでＲ

ＮＡ媒介ウイルス病抵抗性の組み換え体作出と，

冠さび病抵抗性の分子機構が報告された。ＡＬで

葉腐れ病抵抗性を目指して，イネキチナーゼ遺伝

子を導入した組み換え体が発表された（農総試）。

　イネ，麦，トウモロコシ（Ｍｚ）などに比べ遅れ

ていた牧草のバイテク・ゲノム研究が急速に力を

つけており，今後，一層の飛躍が期待される。

６　わが国の牧草・飼料作物育種の新しい展開

　�バイテクやゲノム研究の進展は，変異の拡大

や選抜法などで育種技術を大きく変革する面もあ

るが，決して万能ではない。育種目標によっては

従来の育種法の活用が有効なこともある。わが国

のＭｚ育種では日本在来種の循環選抜から，優良遺

伝子を集積した自殖系統を育成し，一連の耐倒伏

性強の品種を開発している。ＩＲにおける早生品

種の開発も優れた事例といえる。

　バイテクやゲノム研究などの先端研究を育種に

利用するためには，技術面だけでなくコスト面など，育

種事業全般に必要な情報を加味して的確に評価

し，育種計画での位置づけを検討すべきである。

　�わが国の牧草・飼料作分野の育種体勢は十分

とはいえない。そのため，産学官で先端的研究・

基盤的研究，育種事業，品種の増殖を分担・連携・

協力して，画期的な品種を開発する必要がある。

国内外の適切な共同研究を適宜実施して，外国を

も市場とできる品種の開発を期待したい。

　�牧草・飼料作物の新品種に先導性を発揮させ，

健全な畜産物を生産して消費者に供給できる，資

源循環型畜産を確立していくことは，わが国の酪

農・肉用牛生産に携わる者の願いであり，４月に

発足する独立行政法人の畜産草地研究所にとって

も大きな責務であるといえる。

　２１世紀の歩みとともに，農業基盤が豊かで，自

然環境にあふれ，都会との交流の盛んな農村，さ

らには国づくりが日本のあちこちで進められよう。
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